
         

   

今
年
は
、
最
終
日

17
日
（
日
）
に
過
去
最
高

30

件
の
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
た
り
、
茶
行
列
が
初

め
て
蘇
武
橋
通
り
を
進
ん
だ
り
し
て
、
例
年
と
は

異
な
る
盛
り
上
が
り
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

し
か
し
、
六
斎
市
・
町
衆
市
で
の
賑
わ
い
は
、
天

候
に
恵
ま
れ
た
わ
り
に
は
、
人
出
は
今
一
つ
と
い

う
感
じ
で
し
た
。 

 

今
後
は
、
集
客
増
や
暑
さ
対
策
と
し
て
、
会
期

や
救
護
体
制
、
ト
イ
レ
開
館
時
間
帯
の
問
題
等

課
題
に
取
り
組
み
、
住
民
・
来
訪
者
が
一
層
安
全

安
心
に
楽
し
め
る
町
並
み
散
歩
を
目
指
し
ま
す
。 

        

                              

                              

（ １ ） 令和８年７月１日                い ま い は 今                      第３１３号 
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第

２９
回
今
井
町
並
み
散
歩
（
前
月
号
の
つ
づ
き
） 

六斎市 （ 御 堂 筋 ）  

町衆市 （ 順 明 寺 ）  

先頭 茶行列 

3.織田信長 

2.今井宗久 4.津田宗及 

5.豊臣秀吉 

6.千利休 

殿軍 茶職人 

生け花展示会 
今 井 まちや館  

名工の館 
重 文 米 谷 家  

書と拓本の出会い展 
称 念 寺 庫 裡  

箏のしらべ 
薮 内 家  

呈茶席 
景 観 支 援 センター 

子供太鼓の演奏 
春 日 神 社  

人力車の有料試乗会 
中 尊 坊 通 り 

1.町衆 

茶
行
列
の
８
枚
の
プ
ラ
カ
ー
ド 

 

（
行
列
順
） 

町
並
み
散
歩
の
イ
ベ
ン
ト
の
数
々 

町の幻想あかり展 
重 文 今 西 家  



    

６
月
６
日
（
土
）
午
後
、
今
井
地
区
公
民
館
に

お
い
て
標
記
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

今
回
は
「
発
想
仁
年
」
（
思
い
や
り
と
つ
な
が
り

を
基
盤
に
、
当
た
り
前
を
見
直
し
新
し
い
発
想
に

つ
な
げ
る
）
を
テ
ー
マ
に
、
基
調
講
演
に
つ
づ
い
て
、

奈
良
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
大
学
地
域
研
究
科
２
人
の
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
そ
し
て
地
域
Ｐ
＆
Ｃ
養
成

塾
の
既
卒
の
２
人
と
今
年
卒
業
す
る
第

１８
期
生

２
人
の
計
４
人
が
発
表
し
ま
し
た
。 

             

６
月
７
日
（
日
）
午
後
、
静
岡
市
歴
史
博
物
館

に
お
い
て
、
弊
保
存
会
が
加
盟
し
て
い
る
全
国
町

並
み
保
存
連
盟
の
総
会
が
開
催
。
若
林
稔
監
事

（
弊
保
存
会
相
談
役
）
が
出
席
し
ま
し
た
。
総
会

後
の
勉
強
会
で
は
、
講
演
（
景
観
法
・
歴
史
ま
ち

づ
く
り
法
の
見
直
し
に
つ
い
て
）
や
事
例
報
告

（
新
潟
市
・
愛
知
県
半
田
市
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

８
日
に
は
、
焼
津
市
花
沢
の
重
要
伝
統
的
建
造

物
群
保
存
地
区
の
見
学
会
を
開
催
。 

      

こ
の
書
籍
は
、
小
中
学
校
の
学
校
図
書
館
用
で

８
月
末
に
発
行
予
定
と
の
こ
と
で
す
。
内
容
は
、

修
学
旅
行
の
予
備
学
習
や
社
会
科
の
学
習
に
役

立
つ
よ
う
編
集
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

今
井
町
は
「
町
な
み
と
む
か
し
の
家
屋
」
と
い
う

ペ
ー
ジ
に
奈
良
市
の
「
な
ら
ま
ち
」
と
と
も
に
室
町

時
代
後
期
か
ら
栄
え
た
自
治
の
ま
ち
と
し
て
紹

介
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 
記
述
の
内
容
に
間
違
い
が
な
い
か
、
弊
保
存
会

に
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
ま
し
た
。 

    

こ
の
月
刊
誌
は
、
中
学
校
・
高
等
学
校
・
教
育

委
員
会
等
に
配
布
し
て
い
て
教
育
旅
行
の
充
実

と
発
展
に
役
立
つ
こ
と
を
目
的
に
発
行
し
て
い
ま

す
。 

 

又
、
連
載
企
画
と
し
て
「
『
ま
ち
あ
る
き
』
で
楽

し
く
学
ぶ
『
持
続
可
能
な
』
ま
ち
づ
く
り
」
に
２

ペ
ー
ジ
を
当
て
て
い
ま
す
。 

 

歴
史
と
伝
統
の
あ
る
「
ま
ち
」
に
は
、
そ
れ
が
「
ま

ち
」
と
し
て
今
日
ま
で
続
い
て
き
た
背
景
に
、
ひ

と
方
な
ら
な
い
「
ま
ち
」
の
人
々
の
想
い
や
取
り

組
み
が
あ
っ
た
は
ず
だ
と
い
う
観
点
か
ら
生
徒

達
が
、
教
育
旅
行
で
実
際
に
そ
の
「
ま
ち
」
を
訪

れ
、
「
ま
ち
あ
る
き
」
を
楽
し
み
な
が
ら
持
続
可
能

な
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
考
え
る
内
容
で
す
。 

 

こ
の
た
び
、
１０
月
号
に
「
今
井
町
」
を
掲
載
予

定
で
、
弊
保
存
会
に
執
筆
依
頼
が
き
ま
し
た
。 

 

「
今
井
町
」
が
子
供
達
の
教
育
の
教
材
と
し
て
、

取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
先
人
達
が
守
り
つ
づ

け
て
き
た
今
井
町
を
次
世
代
に
繋
ぐ
重
要
さ
を

実
感
し
て
い
ま
す
。 

  

夏
越
の
大
祓
い
（
茅
の
輪
く
ぐ
り
） 

 

６
月

３０
日
（
火
）

１６
時
〜 

春
日
神
社
境
内 

 
 

 
 

家
庭
用
の
小
型
茅
の
輪
作
り
が
で
き
ま
す 

行
者
祭
（
護
摩
木
焚
き
上
げ
） 

 

７
月
７
日
（
火
）
午
後
７
時
〜 

春
日
神
社
行
者
堂 

     

太
神
宮
祭 

 

７
月

１２
日
（
日
）
午
前
７
時
半 

春
日
神
社 

 
 

 
 

 
 

 
 

午
前
８
時
〜
町
内
各
所
で
実
施 

灯
火
会 

 

８
月
１
日
（
土
）
１9
時 

開
会
点
灯
式 

華
甍 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

中
尊
坊
通
、
御
堂
筋
、
春
日
神
社 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

今
井
西
環
壕
（
流
し
灯
籠
) 

（ ２ ）令和８年７月１日                い ま い は 今                      第３１３号 

第

18
回
Ｎ
Ａ
Ｅ
Ｄ
地
域
づ
く
り
シ
ン
ポ
ウ
ム
開
催 

 
 

 
 

一
般
社
会
法
人
地
域
づ
く
り
支
援
機
構 

全
国
町
並
み
保
存
連
盟 

 
 

 
 

 
 

２
０
２
６
年
度
総
会
開
催 

子
供
向
け
学
習
書
に
今
井
町
掲
載 

今
後
の
行
事
予
定 

基
調
講
演 

（
ク
ロ
ス
ト
ー
ク
） 

会
場
全
体 

◎
調
べ
る
学
習
百
貨
「
奈
良
な
る
ほ
ど
図
鑑
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

岩
崎
書
店
発
行 

◎
月
刊
「
教
育
旅
行
」 

 

公
益
社
団
法
人
日
本
修
学
旅
行
協
会
発
行 

若 林 稔 塾 長 と 三 井 秀 樹 氏
（元御所市企画政策部長） 


